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編 者 の こ と ば

土 屋

本特集号は,1983年 3月12,13の両日,戻

都大学東南アジア研究センター社会科学系の

主催で開催された ｢く東南アジア的なるもの〉

をめぐって｣ シンポジウムの成果である｡ こ

れは,前年度に行われたシンポジウム ｢東南

アジアのくまち)とくむら〉｣(このシンポジウ
ムの成果は,矢野暢編 ｢東南アジアにおける

く都市〉の諸様相｣『東南アジア研究』21巻 1

号1983年 6月,に収められている)にひきつ

づいて,東南アジア世界を成立させている内

在的論理を探る趣旨から,各専門領域にわた

る報告者の参加を得て行われた もので あっ

た｡そのプログラムを以下に掲げる.

第 1セッション 問題提起と総論

Ⅰ 東南アジア世界のくかたち〉 土屋健治

(京大)

Ⅲ 空間 :マレー世界における く小国〉と

く大国) 坪内良博 (京大)

Ⅲ 時間 :タイ国の ｢近代化｣とく法〉 矢

野 暢 (京大)

第 2セッション 象徴論

Ⅰ 象徴と社会 梶原景昭 (阪大)

Ⅲ 空間象徴としての建築様式 野口英雄

(明石高専)

Ⅲ アジア音楽の意味性 広瀬量平 (京都

芸大)

第3セッション 言語と意味

Ⅰ 東南アジア世界の意味性 岩田慶治

(民博)

*京都大学東南アジア研究センター

健 治*

Ⅲ 二重言語 章節みゆき

Ⅲ ベ トナム社会主義言語 白石昌也 (大

阪外大)

第4セッション 歴史認識の枠組み

Ⅰ ジャワ年代記の歴史哲学 宮坂正昭

(都立足立東高校)

Ⅲ ビルマ王朝年代記の歴史哲学 大野

徹 (大阪外大)

Ⅲ タイ王朝年代記の歴史哲学 石井米雄

(京大)

第 5セッション アイデンティティの構造

Ⅰ スンダ世界のアイデンティティ 村井

吉敬 (上智大)

Ⅲ ミナンカバウの個人と社会 加藤 剛

(京大)

Ⅲ くインドネシア)とは何か 土屋健治

(京大)

予定討論 ･総合討論

本号は,これらの研究報告のうち7編を選

んで収めたものである｡選択は,各セッショ

ンから一つないし二つの報告が掲載されるよ

うに配慮 し,また,タイ,シンガポール,マ

レーシア,インドネシアの各地域が論ぜ られ

るように配慮 した｡

おのおののセッションのサブ ･タイ トルが

示 している通 り,く東南アジア的なるもの)を

探ることは,この地域を一個の独自な世界と

して成立させているさまざまな要件を探るこ

とにはかならない｡換言すれば,そもそも,

｢東南アジア的世界｣のかたちを描 くことが
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可能であろうか,もし可能ならば,それはど

のような特性を示すものなのか,ということ

であり,この問いに対 して一つの知的模索を

こころみることが,シンポジウムにおける共

通の問題関心であった｡

しかし,いうまでもなく,これは描象度の

高いレベルでの議論を必要とし,また,東南

アジア以外の世界との比較をすることが要求

される｡ したがって,さし当たりは,東南ア

ジアのさまざまな地域 (ユニット)の,さま

ざまな時代相において,人々がその世界をど

のように了解 しているのかというく意味の構

造)を, できうる限り具体的に論ずる場を設

定することが,先のシンポジウムのねらいで

あった｡

本特集号はその成果の一端である｡

ここにもられた各論稿は,それぞれの執筆

者自身の関心に沿って展開され,その限りで

おのおの完結 した論稿である｡ それにもかか

わらず,これらの論稿に共通に認められるの

は,く意味の構造〉という不可視の領域を取り

扱いながら,それを,できうる限り歴史の具

体的な場にひき寄せて論 じて い ることで あ

る｡それゆえに,おのおのの論稿が提示 して

いるパラダイムは決して一様ではなく,場合

によっては,パラダイム自体の非完結性ない

しパラダイムの双極的性格が,く東南アジア

的なるもの)として提起されている｡

いずれにしても,このような議論をつみ重

ねていくことによって,東南アジア世界のか

たちを描き出していくことが,われわれの課

題である｡

lmagesoftheSoutheastAsianWorld

EditorIsNote

KenjiTsUcHIYA*

This specialissue on imagesorthe

SoutheastAsianWorldistheoutcomeofa

collectivee鮎rtbyscholarsonthequestion,
HWhatistheSoutheastAsian WorldP"

A Symposium onthissubjectwashorted

bytheSocialScienceSectionortheCenter

*TheCenterforSoutheastAsianStudies,Kyoto
Universlty

**Thiswasthesecondsymposium heldatthe
initiativeoftheSocialScienceSection.The
firstsymposiumwasheldayearbeforeonthe
questionofthelogicalrelationshipbetweenthe
conceptsofHtownsHandHvillagesりinSoutheast
Asia.Theresultswerepresentedinaspecial
issueofSouzAea∫tA∫2'anSzudz'e∫,Vol.21,No.1,
1983editedbyToruYan°andtitled"Patternsof
UrbanFclrmationinSoutheastAsia."
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for Southeast Asian Studies at Kyoto

UniversltyOnMarch12thand13th,1983･**

The agenda orthe Symposium wasas

follows.

Session1: Presentation

I TheHShape=ortheSoutheastAsian

World･ KenjiTsuchiya(Kyoto Uni-

versity)

ⅠI Space:"Petty States"and "Great

StatesHintheMalayWorld･ Yoshi-

hiroTsubouchi(KyotoUniversity)

ⅠⅠITime:‖ModernizationHand‖LawH

in Thailand. Toru Yano (Kyoto

University)
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Session 2: Symbols

I SymbolsandSociety･ Kageaki

Kajiwara(OsakaUniversity)

ⅠI Symbolism in HinduArchitecture.

Hideo Noguchi(Akashi Technological

College)

IIIThe Meanings of Asian Music.

Ryohei Hirose (Kyoto City University

or Arts)

Session 3: LanguagesandMeanings

I MeanlngSOrtheSoutheastAsian

World. KeijiIwata(NationalMuseum

orEthnology)

II Bilingualism in Singapore･

MiyukiKosetsu

IH TheLanguagesorSocialisminViet-

nam･ MasayaShiraishi(OsakaUni-

versity orForeign Languages)

Session 4: PerceptlOnSOfHistory

I ThePhilosopllyOrHistc,ryin the

JavaneseChroniclesBabad TanahJazu2'.

MasaakiMiyasaka(AdachiHigashiHigh

School,Tokyo)

ⅠI ThePhilosophyorHistc.ryinthe

I3urmese Chronicles. Toru Ohno

(OsakaUniversityofForeignLallguageS)

ⅠⅠITheI)hilosophyorHistoryin the

ThaiChronicles･ Yoneolshii(Kyoto

University)

Session5: Structuresorldentlty

I Idcntlty in the Sunda World.

MuraiYoshinori(SophiaUniversity)

ⅠⅠ IndividualandSocietylnMinang-

kabau. TsuyoshiKato(KyotoUniver-

sity)

IIIWhatis "Indonesia"? Kenji

Tsuchiya(KyotoUniversity)

ThesevenpleCeSCOntainedinthisspecial

issuewerecarefullyselectedfrom eachses-

sion ortheSymposium. Thediscussion

coversThailand,Singapore,Malayslaand
Indonesia.

Asseeninthemesoreachsession,ltis

necessarytoinquireintovariousaspectsor

"structuresofmeaning"orparadigms,1n

ordertoexaminetheqlleStion,HWhatisthe
SoutheastAsianWorld?u Inotherwords,

thequestioniswhetheritispossibleand,ir

so,howbesttoconceptualizetheinherent

natureortheSoutheastAsianWorld. To

examineandperhapsanswerthishighly

conceptualizedquestion,itisnecessaryto

discussfirsttheparadigm oftheWorld

image found in particular areas and

periodsinSoutheastAsia,asisshowninthe

articlesinthisissue.

Theeditorhopesthatthesearticleswill

stimulatean iIltereStin thissubjectin

academiccirclesconcernedwith cultural

patternsorSoutheastAsian historyand

socletleS.
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